
香川高等専門学校 開講年度 令和02年度 (2020年度) 授業科目 弾性力学
科目基礎情報
科目番号 201134 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械工学科（2019年度以降入学者） 対象学年 5
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 教科書：プリント　　参考書：村上敬宜，弾性力学，養賢堂
担当教員 木原 茂文
到達目標
１．平面応力，平面ひずみを理解できる．任意方向の応力や釣り合い方程式を活用しての応力場を求めることができる
２．適合条件の必要性を理解した上で，応力場を求めることができる．
３．エアリーの応力関数を活用して，直交座標系と円筒座標系の２次元応力場を求めることができる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
平面応力，平面ひずみを理解でき
る．任意方向の応力や釣り合い方
程式を活用しての応力場を求める
ことができる

平面応力，平面ひずみを理解でき
る．任意方向の応力や釣り合い方
程式の意義を理解できる

平面応力，平面ひずみを理解でき
ない．任意方向の応力や釣り合い
方程式の意義を理解できない

評価項目2 適合条件の必要性を理解した上で
，応力場を求めることができる．

適合条件を活用して，応力場を求
めることができる 適合条件の意義を理解できない

評価項目3
エアリーの応力関数を活用して
，直交座標系と円筒座標系の２次
元応力場を求めることができる

エアリーの応力関数を活用して
，直交座標系か円筒座標系何れか
の２次元応力場を求めることがで
きる

エアリーの応力関数を活用しての
応力場を求めることができない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 固体力学における２次元場のアプローチ法を学ぶ。材料力学の演習も適宜実施することにより，材料力学の定着を図る

授業の進め方・方法
プリントを中心とし，３、４年および５年次前期に受講の材料力学の教科書を適宜活用した講義形式で進めると共に演
習を随所に取り入れることにより理解度の定着を図る．弾性力学の意義と材料力学との違いや内容とも関連させながら
授業を進める。材料力学の演習も適時実施する。

注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

3rdQ

1週 弾性力学の概要，応力テンソル 材料力学と弾性力学の違いを説明できる．応力テンソ
ルを表現できる．

2週 垂直ひずみと変位の関係．演習 二次元場における垂直ひずみと変位の関係を理解でき
る

3週 せん断ひずみと変位 二次元場におけるせん断ひずみと変位の関係を理解で
きる

4週 応力とひずみの関係，平面応力．演習 三次元場と平面応力場における応力とひずみの関係を
理解できる

5週 平面ひずみ 平面ひずみ場における応力とひずみの関係を理解でき
る．平面応力と平面ひずみを理解できる

6週 任意方向の応力，釣合い方程式．演習 二次元場の応力分布を予測することができる
7週 適合条件(ひずみ表現)．演習 適合条件の必要性を理解できる
8週 後期中間試験

4thQ

9週 適合条件（応力表現）．演習 適合条件を活用することにより､基本的な問題の応力場
を計算することができる｡

10週 エアリーの応力関数（直交座標系） エアリーの応力関数を活用することにより､基本的な問
題の応力場を計算することができる｡

11週 エアリーの応力関数（直交座標系），演習 エアリーの応力関数を活用することにより､応用レベル
の問題の応力場を計算することができる｡



12週 エアリーの応力関数（直交座標系），演習 エアリーの応力関数を活用することにより､直交座標系
の応力場を計算することができる｡

13週 エアリーの応力関数（円筒座標系） エアリーの応力関数を活用することにより､基本的な問
題の応力場を計算することができる｡

14週 エアリーの応力関数（円筒座標系，直交座標系），演
習

エアリーの応力関数を活用することにより､円筒座標系
の応力場を計算することができる｡

15週 エアリーの応力関数（円筒座標系，直交座標系），演
習

エアリーの応力関数を活用することにより､円筒座標系
の応力場を計算することができる｡

16週 後期末試験
試験返却と解説

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 レポート 合計
総合評価割合 85 15 100
平面応力，平面ひずみ 20 5 25
適合条件 25 5 30
エアリーの応力関数 40 5 45


